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1.「 8バ ズル空 間 の 直径 」

この タイ トルが 1986年 の GPCCの B級 問題であ る。 8パ ズルは探索の例題 によ く用 いられる

もので、

3X3の 大 きさの盤に異なる 8個 の駒 を置 く。 残 った 1ま すの空 き地に縦横に隣合 った駒をず

らしてい くことができる.そ してある配置から始めて、 特定の配置にせよ

というスライ ドプロックパズルのもっとも単純 なもののひとつである。 CPCCの 問題 はこのパズル

において、

1回 のずらしを距離 1と して、 もっとも遠 い二 つの局面の組 と、

その間の距離 を求めよ (こ の距離 を直径 ということにする)

というものであった。

この問題 は前回のシンポジ ウムの GPCCに おいて、 斎藤隆文氏にお願いして、 bit誌 (共 立出

版 )の ナ ノビコ教室欄に出す ことにな った (El],E2])。  その結果、 この問題は斎藤氏 自身 と解答者

である岡田好一氏によ り完全 に解決 した。 直径は 31で あった.方法は横型探索 (breadth‐ first s

earch)に よる.そ の一部始終は[2]に あるので ここでは略す.下 に直径の両端の局面 を引用 してお く。

『巨離 31
<=======>

図 1。 8バ ズル空 間 の直 径

こうして 3X3は 解決 して しまった。 こうなると次の目標は 4× 4つ まり 15パ ズル (下 図)の 空間

の直径である。
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図 2。  15パ ズ ル
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[2]の 最後 に

「局 面 数 は 16!≒ 1。 OX 1 013も あ り、 今 の 計 算機 で は まず無理 で あ ろ う。 3X4の 11
バ ズル な ら、 なん とか な るか も しれ な い 。・ 。」

と あ る。 こ うい う方 向 もあ る。

また、 15パ ズル の 直径 の 上 限・ 下 限 を しぼ って い くとい う方 向 も あ る。 図 2の (b)と (c)の よ うに、

空 きます を な るべ く中 央 に して 180度 回 転 した局 面 の 組 を考 え る。 各駒 の距離 の総 和 は この場 合 6

2で あ る.当 然 直径 は この下 限以 上 で あ る。 な お、 nXnの ますの と きの この下 限の一 般 式 は

「 nが 奇 数 な ら n3_n、 偶数 な ら n3_2」
で あ る.(こ うみ る と直 径 は 100前 後 とな りそ うで あ る )。

15バ ズル を解 くひ とつの アル ゴ リズム を作 る とす る。 そ うす ると、 その アル ゴ リズム に よ る解 の

手 数 の最 大 値 は、 直 径 の ひ とつの 上 限 にな る。

2.カ ル キ ュレーション

GPCCの A級 問題 は

「カル キ ュ レー シ ョン とい う トランプの ひ と り遊 び を う ま く行 うプ ログ ラム を 作 る こと」

である.こ れほど熟練者と初心者の違 いが大 きいひとり遊びはない、 とい うほどカルキュレー ション

は高度なパズル である.

カルキュレーションのルールについてはは [3]・ 口 ]に あ るの で略す。 四つの列 _

1,2,3,4,5,...,K   2,4,8,10。 Q。 .。 ..K   3.699,Q,2...。 9K   498,Q,3070。 。。。K

を作る遊び、 と書けばご存 じの人は思 い出すであろう。 カルキュレー ションのプログラムは SYST

EM5氏 による[4]が 基本 ない しは古典 にな ってお り、 ほぼ 60パ ーセン トの成功率を達成 している.

次のものもこれをベ ー スに しているようだ.

静岡大学の桂川浩氏か らお手紙があ り、 猪飼、 孫、桂川の 3氏 がプログラムを作 り、 おのおの

720/1000, 70/100。 65/100

という成功率 を得たとのことであつた (成 功回数/全 回数 )。 そこでは「基本的には s tackの どこに

お くか foundationの どこにお くかをカー ドをめ くった時点 で予定する」方式だそうである。 その後

の改良など、 詳 しくは本 シンポジウムに猪飼秀隆氏の発表があるので、 そち らを参照 していただきた

い.

また、 古川竹四郎氏か らお手紙があ り、 目下 800パ ーセン トの成功率で、 90パ ーセン トにするの

は計算時間が問題 になる、 との ことであった。 1月 までにはその詳細な情報を頂けると思 う.ま た、

同氏は 13年 以上も前か らこの遊びを研究 していたとの ことで、 呼び名も違 っていて「 スタック」 と

いい、 用語 も全然違 っていたそうである。 この遊びの起源も知 りたいものである。

ランダムなカー ド列を生成するプロ グラムを示す (乱 数はよくないが、 直前のカー ド列を並べ替え

るように しているので十分 ランダムになっていると思 う)。 これによ り、 同一のカー ド列に従 って成

功率の競争がで きる。
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IO PRINT ''CALCULATION TEST SEOUENCES''

I5 DII'I CARD(52)

20 FOR N=l T0 52 : CARD(N)=N : tiEXT N

25 RAN=l

30 FOR T=l T0 100

35 PRINT: PRINT T;TAB(5);": ":
40 FOR N=l T0 Sl

45 RAN=( lgtRAN)t,lOD 99r r R=N+(Rln ill]D(53-N))
50 tl=cARD(N) : cARD(N)=cARD(R) : cARD(R)=hr

55 pR I NT I'il t)$("A23456?8gTJQK", (CARD( N ) - t )l,tou
60 NEXT N

65 NEXT T

70 END

13+1,1);

以 上、 今 後 も これ らの 問題 の作 成 ◆改 良 に つ いて、 また、 カル キ ュ レー シ ョンに つ いて上 の プ ログ
ラ ム に よ るカ ー ド列 に よ る成 功 率 に つ い て も下 記 に報 告 され るこ とをお願 いす る。 また、 新 しい課題
も募 集 す る。

〒 184小金 井 市 中 町フ‐24‐ 16 東 京 農工 大学 工学 部数 理 情 報 工学 科  小 谷 善 行
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本 PDFファイルは 1987年発行の「第 28回プログラミング・シンポジウム報告集」をスキャンし、

項目ごとに整理して、情報処理学会電子図書館「情報学広場」に掲載するものです。

この出版物は情報処理学会への著作権譲渡がなされていませんが、情報処理学会公式Webサイトに、

下記「過去のプログラミング・シンポジウム報告集の利用許諾について」を掲載し、権利者の捜索を

おこないました。そのうえで同意をいただいたもの、お申し出のなかったものを掲載しています。

https://www.ipsj.or.jp/topics/Past_reports.html

過去のプログラミング・シンポジウム報告集の利用許諾について� �
情報処理学会発行の出版物著作権は平成 12年から情報処理学会著作権規程に従い、学会に帰属することになっています。

プログラミング・シンポジウムの報告集は、情報処理学会と設立の事情が異なるため、この改訂がシンポジウム内部で
徹底しておらず、情報処理学会の他の出版物が情報学広場 (=情報処理学会電子図書館)で公開されているにも拘らず、
古い報告集には公開されていないものが少からずありました。

プログラミング・シンポジウムは昭和 59年に情報処理学会の一部門になりましたが、それ以前の報告集も含め、この度
学会の他の出版物と同様の扱いにしたいと考えます。過去のすべての報告集の論文について、著作権者（論文を執筆された
故人の相続人）を探し出して利用許諾に関する同意を頂くことは困難ですので、一定期間の権利者捜索の努力をしたうえで、
著作権者が見つからない場合も論文を情報学広場に掲載させていただきたいと思います。その後、著作権者が発見され、
情報学広場への掲載の継続に同意が得られなかった場合には、当該論文については、掲載を停止致します。

この措置にご意見のある方は、プログラミング・シンポジウムの辻尚史運営委員長 (tsuji@math.s.chiba-u.ac.jp)まで
お申し出ください。

加えて、著作権者について情報をお持ちの方は事務局まで情報をお寄せくださいますようお願い申し上げます。

期間： 2020 年 12月 18 日 ～ 2021 年 3 月 19 日
掲載日： 2020 年 12 月 18 日

プログラミング・シンポジウム委員会

情報処理学会著作権規程
https://www.ipsj.or.jp/copyright/ronbun/copyright.html� �


